

















設象主主法 2005年4月から 9月に山形県の感染症流行予測l調査で採取した0歳から 50歳
代の 103名と、 2000年 11月から 2006年5月に仙台市内の病院職員の年2凹の健康診断時

















































ルス科に属するRespiratorysyncytial virus (RSV)を negativecontrolとして調べたところ、
本測定法にはRSVは反応せず、 hMPVに対して特異性が示された。
I. ELISM;去を使った疫学調査
2005年4月から 9月に山形県の感染症流行予測調査で採取した O歳から 50歳代の 103
名在、 2000年 11月から 2006年 5月に仙台市内の病院職員の年2回の健康診断時に採







3) 6年間継続して採取された成人職員 60名の抗体価を追跡した結果、再感染率は 16.7%
と推定された。
以上、本研究で確立したELISA法l士、一度に多数の検体の抗体価を測定することが可
能であり、 hMPVの診断、特に疫学調査において有用な手段になり得ることが示された。
つまり、本研究は今後のhMPV研究にとって重要な検査法を確立したきわめて有益な研究
といえる o また、本研究の方法論、手技、考察はいずれも適切であり、審査会における質
疑応答の態度も優秀であった。よって本審査委員会は、本研究者が医学博士を受けるに値
すると判断した。
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